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広
報
広
報

広
報
広
報

１
月
11
日
（
日
）

１
月
11
日
（
日
）

令
和
８
年
松
崎
町
二
十
歳
の
集
い

令
和
８
年
松
崎
町
二
十
歳
の
集
い
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令
和
８
年
松
崎
町
二
十
歳
の
集
い
開
催
　

令
和
８
年
松
崎
町
二
十
歳
の
集
い
開
催
　
3838
人
の
門
出

人
の
門
出

▲宣誓をした山本さんと田中さん（右）

　

１
月
11
日
に
、
今
年
度
二
十

歳
を
迎
え
る
方
を
対
象
に
し
た

「
松
崎
町
二
十
歳
の
集
い
」
を
、

環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
文
化
ホ
ー

ル
で
開
催
し
、
対
象
者
38
人
の

う
ち
、
33
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

「
記
念
式
典
」
で
は
、
参
加
者

を
代
表
し
て
、
田
中
大
喜
さ
ん

（
岩
科
）
と
山
本
奈
央
さ
ん
（
岩

科
）
が
「
松
崎
町
で
育
っ
た
こ

と
へ
の
感
謝
と
誇
り
を
胸
に
、
支

え
て
く
だ
さ
っ
た
全
て
の
方
々

へ
の
恩
返
し
が
で
き
る
よ
う
未

来
を
担
う
大
人
と
し
て
地
域
や

社
会
の
発
展
に
貢
献
し
て
い

く
」と
力
強
く
宣
誓
し
ま
し
た
。

　

式
典
後
に
は
「
は
た
ち
祭
」

を
開
催
し
、
小
中
学
校
の
思
い

出
を
振
り
返
る
お
も
い
で
ク
イ

ズ
や
小
学
生
の
時
に
作
成
し
た

タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
開
封
な
ど
、

当
時
の
思
い
出
を
懐
か
し
み
な

が
ら
楽
し
み
ま
し
た
。

【
問
合
せ
】

教
育
委
員
会(

４
２)

３
９
７
１

▲君が代の伴奏をした小川理子さん

▲記念式典風景

▲みんなで記念撮影

▲中高生ボランティアの受け付け

▲はたち祭風景

▲まっちーと記念撮影

２０年前の出来事
　小学校統合条例12月議会で可決。
尼崎でＪＲ西日本車両が脱線事故。
伊豆まつざき荘リニューアルオープ
ン。伊豆ナンバー車発進。初の野球
国別対抗戦（ＷＢＣ）王ジャパンが
世界一。

祝祝
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防
火
・
防
災
の
誓
い
新
た
に

防
火
・
防
災
の
誓
い
新
た
に

　

１
月
４
日
、
新
春
恒
例
の
松

崎
町
消
防
団
出
初
式
が
松
崎
小

学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
行
わ
れ
、

消
防
団
員
１
４
８
人
が
参
加
し

ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
土
屋
団
長
が
、

「
昨
年
は
町
内
で
消
防
団
が
出

動
す
る
火
災
が
１
件
発
生
し
た

が
、
幸
い
に
も
人
的
被
害
を
防

ぐ
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
自

然
災
害
に
お
い
て
は
、
幸
い
に

も
町
内
で
大
き
な
被
害
は
発
生

し
な
か
っ
た
が
、
７
月
に
カ
ム

チ
ャ
ツ
カ
半
島
付
近
で
発
生
し

た
大
地
震
に
よ
り
、
広
い
範
囲

に
津
波
注
意
報
や
津
波
警
報
が

発
表
さ
れ
る
な
ど
、
自
然
の
脅

威
を
切
に
感
じ
た
１
年
と
な
っ

た
。
町
民
は
安
心
安
全
な
町
づ

く
り
に
お
い
て
、
消
防
団
に
大

き
な
期
待
を
寄
せ
て
お
り
、
期

待
に
応
え
る
た
め
に
も
消
防
団

一
丸
と
な
っ
て
活
動
強
化
に
取

り
組
ん
で
い
き
た
い｣

と
訓
示

を
述
べ
、
地
域
防
災
へ
の
誓
い

を
新
た
に
し
ま
し
た
。

【
問
合
せ
】

総
務
課
（
４
２
）
３
９
６
３

▲那賀川での一斉放水

松
崎
町
消
防
団
出
初
式

松
崎
町
消
防
団
出
初
式

そ
の
他
、
永
年
に
わ
た
っ
て
消

防
防
災
活
動
に
貢
献
し
て
い
る

団
員
や
家
族
へ
の
表
彰
、
規
律

訓
練
披
露
を
行
い
ま
し
た
。

　

式
典
終
了
後
に
は
、
ラ
ッ
パ

隊
を
先
頭
に
消
防
団
員
、
消
防

車
両
10
台
に
よ
る
町
内
パ
レ
ー

ド
と
那
賀
川
で
の
一
斉
放
水
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

功
績
章

本　

部　

本
部
長　

奥
村
篤
義

１
―
１　

団　

員　

松
本
祐
之

１
―
１　

団　

員　

齋
藤
嘉
啓

１
―
３　

副
分
団
長　

岡
村
一
郎

５
―
２　

団　

員　

菊
池
貴
幸

特
別
功
労
章

本　

部　

本
部
部
長　

稲
葉
智
浩

１
―
１ 
 

部　

長　

藤
井
貴
啓

１
―
１　

団　

員　

光
岡
雅
浩

２
―
１　

副
分
団
長　

関　

亮
一

３
―
１　

団　

員　

山
本
尚
敬

功
労
章

３
分
団　

分
団
長　

藤
井
美
津
広

１
―
１　

団　

員　

伊
藤
博
信

１
―
２　

団　

員　

鈴
木
啓
介

１
―
２　

団　

員　

土
屋
智
揮

２
―
１　

団　

員　

坂
本　

健

５
―
１　

団　

員　

渡
邉
武
司

５
―
２　

班　

長　

田
口
完
央

６
―
１　

副
分
団
長　

長
嶋
友
廣

６
―
１　

班　

長　

齋
藤
宗
久

６
―
１　

班　

長　

土
屋
龍
馬

勤
続
功
労
章

本　

部　

本
部
部
長　

渡
邉
宏
和

１
―
１　

団　

員　

小
嶋
翔
太

１
―
２　

副
分
団
長　

齋
藤
一
磨

２
―
２　

班　

長　

平
野
祐
貴

３
―
１　

班　

長　

伴　

高
志

５
―
２　

団　

員　

石
川　

竜

６
―
１　

団　

員　

鈴
木
孝
宏

静
岡
県
消
防
協
会
賀
茂
支
部
長
表
彰

功
績
章

３
分
団　

分
団
長　

藤
井
美
津
広

６
分
団　

分
団
長　

山
本
重
孝

功
労
章

２
―
２　

班　

長　

平
野
祐
貴

西
伊
豆
消
防
団
連
合
会
長
表
彰

功
労
章

２
―
２　

班　

長　

土
屋
文
貴

７
年
勤
続
功
労
章

１
―
１　

団　

員　

山
崎
晴
規

１
―
２　

班　

長　

藤
池
功
二

１
―
３　

団　

員　

髙
𣘺　

亨

３
―
３　

班　

長　

松
本
広
海

４
―
１　

班　

長　

野
口
智
弘

５
―
１　

班　

長　

菊
池
大
助

５
―
２　

班　

長　

齊
藤
清
義

松
崎
町
消
防
団
長
表
彰

善
行
章

本　

部　

本
部
部
長　

渡
邉
宏
和

本　

部　

本
部
部
長　

山
本
和
成

本　

部　

本
部
部
長　

渡
邉
浩
明

２
―
１　

団　

員　

加
藤
亜
門

小
隊
表
彰

第
５
分
団　

第
１
小
隊

第
２
分
団　

第
２
小
隊

第
１
分
団　

第
３
小
隊

町
長
感
謝
状

退
団
者

前
３
分
団
長　

吉
長
政
彦 

様

前
６
分
団
長　

斉
藤
辰
巳 

様

▲ラッパ隊を先頭にパレードする団員と消防車両

  

表
　
彰（

敬
称
略
）

静
岡
県
消
防
協
会
長
表
彰

特
別
功
績
章

１
―
１　

班　

長　

松
原
弘
之 ▲団員の前で年頭の辞を述べる土屋団長
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ー
テ
ン
な
ど
を
使
用
す
る

④
住
宅
用
消
火
器
な
ど
の
設
置

　

と
使
い
方
の
確
認

⑤
避
難
経
路
と
避
難
方
法

⑥
地
域
ぐ
る
み
の
防
火
活
動
・

　

訓
練
へ
の
参
加

　

平
成
23
年
３
月
11
日
に
「
東

日
本
大
震
災
」
が
発
生
し
、
日

本
各
地
に
甚
大
な
津
波
被
害
を

も
た
ら
し
た
こ
と
か
ら
、
静
岡

県
で
は
、
３
月
11
日
を
含
む
10

日
間
を
、
「
津
波
対
策
推
進
旬

間
」
と
定
め
、
「
地
震
だ
、
津

波
だ
、
す
ぐ
避
難
！
～
少
し
で

も
早
く
、
少
し
で
も
高
く
～
」

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
県
内
各
地

で
訓
練
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

松
崎
町
で
は
、
令
和
５
年
度

ま
で
「
津
波
避
難
訓
練
」
と
し

て
、
津
波
浸
水
想
定
の
17
地
区

を
対
象
に
訓
練
を
実
施
し
て
き

ま
し
た
が
、
令
和
６
年
度
よ
り
、

「
地
震
・
津
波
避
難
訓
練
」
に

名
称
を
変
更
し
、
津
波
に
限
ら

ず
、
地
震
へ
の
対
策
に
つ
い
て

も
訓
練
を
通
じ
て
町
全
体
で
取

　

３
月
１
日
（
日
）
か
ら
７
日

（
土
）
ま
で
、
春
季
全
国
火
災

予
防
運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

空
気
が
乾
燥
し
、
火
災
が
発

生
し
や
す
く
な
る
時
期
と
な
り

ま
す
の
で
、
大
切
な
家
族
や
財

産
を
守
る
た
め
に
、
日
頃
か
ら

火
災
予
防
の
意
識
を
高
め
、
火

の
取
り
扱
い
な
ど
に
は
十
分
注

意
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
火
災
が
発
生
し
た
場

合
に
は
、
迅
速
な
初
期
消
火
が

重
要
で
、
身
近
な
消
火
栓
な
ど

は
、
初
期
消
火
に
大
変
効
果
的

な
施
設
で
す
。
運
動
期
間
中
、

消
防
団
に
よ
る
消
火
栓
取
り
扱

い
指
導
が
、
各
自
主
防
災
会
（
地

区
）
か
ら
要
請
に
基
づ
き
実
施

さ
れ
ま
す
の
で
、
お
住
ま
い
の

地
区
で
実
施
さ
れ
る
場
合
に

は
、
積
極
的
な
参
加
を
お
願
い

し
ま
す
。

全
国
統
一
防
火
標
語

「
急
ぐ
日
も　

足
止
め
火
を
止

め　

準
備
よ
し
」

 
春
季
全
国
火
災

　
　
　

 

予
防
運
動

防
火
広
報
パ
レ
ー
ド

３
月
１
日
（
日
）
９
時
か
ら

　

消
防
団
お
よ
び
西
伊
豆
消
防

署
の
消
防
車
両
に
よ
る
町
内
広

報
パ
レ
ー
ド
を
実
施
。

消
火
栓
取
り
扱
い
指
導

３
月
８
日
（
日
）

※
「
地
震
・
津
波
避
難
訓
練
」

　

と
同
一
日
で
の
実
施
を
予
定

　

し
て
い
ま
す
が
、
お
住
ま
い

　

の
自
主
防
災
会
（
地
区
）
ご

　

と
に
日
程
が
異
な
る
場
合
が

　

あ
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く

　

だ
さ
い
。

火
災
を
防
ぐ
「
４
つ
の
習
慣
」

①
寝
た
ば
こ
は
絶
対
に
し
な
い
・

　

さ
せ
な
い

②
ス
ト
ー
ブ
の
周
り
に
燃
え
や

　

す
い
も
の
を
置
か
な
い

③
コ
ン
ロ
な
ど
使
用
す
る
と
き

　

は
、
火
の
そ
ば
を
離
れ
な
い

④
コ
ン
セ
ン
ト
は
ほ
こ
り
を
清

　

掃
し
、
不
要
な
プ
ラ
グ
は
抜
く

被
害
を
抑
え
る
「
６
つ
の
対
策
」

①
安
全
装
置
付
き
の
機
器
を
使

　

用
す
る

②
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
点
検
・

　

交
換
（
10
年
が
目
安
）

③
延
焼
を
防
ぐ
た
め
、
防
炎
カ

 

地
震･

津
波

　
　
　

 

避
難
訓
練

り
組
み
、
地
震
お
よ
び
津
波
に

よ
る
被
害
の
減
災
が
で
き
る
よ

う
必
要
な
対
策
を
講
じ
る
こ
と

を
目
的
に
、
35
の
全
て
の
地
区

を
対
象
に
訓
練
が
実
施
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

訓
練
内
容
は
、
各
自
主
防
災

会
（
地
区
）
ご
と
に
計
画
を
立

て
実
施
し
て
い
ま
す
の
で
、
お

住
ま
い
の
自
主
防
災
会
（
地
区
）

に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

重
点
項
目

○
緊
急
避
難
場
所
・
避
難
路
の

　

確
認

・
既
存
の
標
識
の
確
認

・
緊
急
避
難
場
所
お
よ
び
避
難

　

路
を
津
波
避
難
地
図
な
ど
で

　

確
認
す
る　

な
ど

○
即
時
避
難
の
実
践
・
検
証

・
総
合
防
災
ア
プ
リ
「
静
岡
県

　

防
災
」
な
ど
を
活
用
し
、
避

　

難
時
間
の
計
測
を
行
う　

な
ど

○
避
難
行
動
要
支
援
者
へ
の
支

　

援
体
制
の
検
証

・
高
齢
者
や
障
害
の
あ
る
方
の

　

支
援
体
制
の
検
証
を
行
う　

　

な
ど

○
自
助
・
共
助
の
推
進

・
住
宅
の
耐
震
化
や
火
災
防
止

　

策
の
確
認

・
備
蓄
食
料
や
飲
料
水
、
携
帯

　

ト
イ
レ
の
備
蓄
、
非
常
持
出

　

袋
の
確
認　

な
ど

訓
練
実
施
日
（
統
一
実
施
日
）

３
月
８
日
（
日
）　

※
訓
練
放
送
の
時
刻
の
事
前
周

　

知
は
し
ま
せ
ん
。

訓
練
想
定

　

南
海
ト
ラ
フ
を
震
源
域
と
す

る
大
規
模
地
震
が
発
生
し
、
松

崎
町
で
震
度
６
強
が
観
測
さ

れ
、
大
津
波
が
襲
来
す
る
こ
と

を
想
定
。

訓
練
内
容

・
各
自
主
防
災
会
の
訓
練
計
画

　

に
基
づ
き
実
施

・
エ
リ
ア
メ
ー
ル
の
配
信

【
問
合
せ
】

総
務
課
（
４
２
）
３
９
６
３
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町
で
は
、
お
子
さ
ま
が
等
し

く
安
心
し
て
学
校
生
活
が
送
れ

る
よ
う
に
、
就
学
費
用
の
一
部

を
補
助
ま
た
は
貸
し
付
け
し
て

い
ま
す
。
お
子
さ
ま
の
通
学
（
進

学
）
す
る
学
校
や
家
庭
の
経
済

状
況
な
ど
に
応
じ
て
、
利
用
で

き
る
制
度
を
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
小
中
学
生
向
け

◆
小
中
学
生
向
け

就
学
援
助
制
度

就
学
援
助
制
度

【
対
象
】

　

松
崎
町
に
住
民
登
録
さ
れ
て

い
て
、
町
内
の
小
中
学
校
に
通

う
児
童
生
徒
が
い
る
保
護
者
の

う
ち
、
生
活
保
護
を
受
け
て
い

る
方
、
ま
た
は
生
活
保
護
に
準

ず
る
程
度
に
困
窮
し
て
い
る
と

認
め
ら
れ
る
方
（
生
活
状
況
の

調
査
を
行
う
他
、
町
税
な
ど
の

減
免
ま
た
は
、
住
民
税
が
非
課

税
で
あ
る
こ
と
な
ど
が
条
件
）
。

【
援
助
の
内
容
】

《
小
学
校
》

学
用
品
費　

１
万
１
６
３
０
円

給
食
費　
　

５
万
７
７
５
０
円

《
中
学
校
》

学
用
品
費　

２
万
２
７
３
０
円

給
食
費　
　

６
万
９
８
５
０
円

（
令
和
７
年
度
年
額
）

　

そ
の
他
、
新
入
学
学
用
品
費
・

修
学
旅
行
費
な
ど
が
該
当
と
な

る
学
年
時
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

【
申
請
方
法
】

　

現
在
通
学
し
て
い
る
学
校
へ
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
新
入
学
児

童
生
徒
に
つ
い
て
は
、
入
学
後
す

ぐ
に
学
校
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。
４
月
の
認
定
に
な
ら
な
い

場
合
、
新
入
学
学
用
品
費
の
支
給

に
該
当
し
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
制
度
は
、
学
校
納
付
金

を
免
除
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
学
校
納
付
金
は
、
各
学

校
の
指
定
す
る
期
日
ま
で
に
必

ず
全
額
納
め
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
他
の
就
学
援
助
制
度

と
の
併
用
は
で
き
ま
せ
ん
の

で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】

教
育
委
員
会
（
４
２
）
３
９
７
１

子

ど

も

の

夢

を

か

な

え

る

就

学

援

助
・
支

援

制

度

◆
高
校
生
以
上
向
け

◆
高
校
生
以
上
向
け

　　

教
育
資
金
利
子
補
給
制
度
・

奨
学
金
貸
付
制
度
対
象
者
が
拡

充
さ
れ
ま
し
た
。

【
拡
充
内
容
】

▼
教
育
資
金
利
子
補
給
制
度

○
世
帯
の
年
間
所
得
金
額
の
制

　

限
を
撤
廃
し
、
対
象
者
を
拡
充

▼
奨
学
金
制
度

○
６
年
制
の
大
学
生
、
大
学
院

　

生
（
修
士
課
程
・
博
士
課
程
）

　

も
対
象
者
に
拡
充

教
育
資
金
利
子
補
給
金
制
度

教
育
資
金
利
子
補
給
金
制
度

【
対
象
】

　

次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
方

○
松
崎
町
に
住
所
の
あ
る
方

○
町
が
定
め
る
金
融
機
関
か
ら

　

教
育
資
金
を
借
り
入
れ
た
方

○
償
還
実
績
表
提
出
時
に
町
税

　

な
ど
を
完
納
し
て
い
る
方

【
給
付
の
条
件
】

○
利
子
補
給
の
対
象
と
な
る
教

　

育
資
金
借
入
限
度
額
は
、
修

　

学
者
１
人
に
つ
き
５
０
０
万

　

円
と
な
り
ま
す
。

○
利
子
の
補
給
額
は
、
当
該
年

　

度
中
に
支
払
っ
た
利
子
の
う

奨学金貸付制度　貸付限度額

区　　分 入学一時金 月　　額

高等学校
（ろう学校または特別支
援学校の高等部および
専修学校の高等課程を
含む）

１００，０００円 ２０，０００円

大学
（短期大学
および専修
学校の専門
課程）

第１学年
～第６学年

２００，０００円 ３０，０００円

高等専門学校
第１学年
～第５学年

１００，０００円 ２０，０００円

大学院
（修士課程）

最長２年 ２００，０００円 ３０，０００円

大学院
（博士課程）

最長６年 ２００，０００円 ３０，０００円

大学院
（専門職学
位課程）

最長３年 ２００，０００円 ３０，０００円

　

ち
年
率
３
・
０
％
以
内
と
な

　

り
ま
す
。

奨
学
金
貸
付
制
度

奨
学
金
貸
付
制
度

【
対
象
】

　

保
護
者
が
松
崎
町
住
民
基
本

台
帳
に
登
録
さ
れ
、
現
に
松
崎

町
内
に
引
き
続
き
１
年
以
上
居

住
し
て
い
る
家
庭
の
修
学
者
。

【
貸
付
方
法
】

　

年
２
回
、
指
定
の
口
座
へ
振

り
込
み
ま
す
（
４
月
・
10
月
）
。

　

申
請
時
期
に
よ
っ
て
、
支
払

時
期
と
回
数
を
変
更
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
入
学
一
時
金
の
貸
し

付
け
は
、
入
学
し
た
年
度
に
１

人
１
回
と
な
り
ま
す
。

【
貸
付
条
件
】

○
貸
付
金
は
無
利
子
と
し
、
償

　

還
期
限
は
、
据
置
期
間
終
了

　

後
10
年
以
内
の
均
等
年
賦
償

　

還
ま
た
は
均
等
月
賦
償
還
と

　

な
り
ま
す
。

○
貸
付
金
の
据
置
期
間
は
、
卒

　

業
後
１
年
以
内
と
な
り
ま
す
。

○
町
税
な
ど
を
完
納
し
て
い
る

　

保
護
者
お
よ
び
保
護
者
以
外

　

の
方
の
連
帯
保
証
が
必
要
に

　

な
り
ま
す
。

【
問
合
せ
】

健
康
福
祉
課(

４
２)

３
９
６
６
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下田税務署より確定申告のお知らせ下田税務署より確定申告のお知らせ

　令和７年分の確定申告（所得税の申告）は、スマートフォンとマイナンバーカードを利

用した「ご自宅などからのｅ－Ｔａｘ申告」をぜひご利用ください。国税庁ホームページ

の「確定申告書等作成コーナー」では、画面の案内に沿って金額などを入力するだけで、

所得税・消費税・贈与税の申告書、青色申告決算書、収支内訳書の作成やｅ－Ｔａｘによ

る送信ができます。

　なお、マイナンバーカードを利用してｅ－Ｔａｘで申告する際、マイナポータルと連携

することにより、給与所得や公的年金などの源泉徴収票、医療費などの情報が自動入力さ

れるため、より簡単・便利に手続きを行うことができます（給与所得の源泉徴収票はお勤

め先から税務署にｅ－Ｔａｘなどで提出された場合に連携対象となります）。

また、マイナンバーカードの電子証明書は、有効期限が設けられています。有効期限が過

ぎている場合には、ｅ－Ｔａｘ手続きなどのご利用ができませんので、早めに更新手続き

をお願いします。

　さらに、「国税庁ＬＩＮＥ公式アカウント」では、「確定申告が必要な方」、「医療費控除」、

「ふるさと納税」などのご自身のニーズに合った情報をタイムリーに受け取ることができ

ます。ぜひ、友だち追加をお願いします。

令和７年分所得税の確定申告について

　会場への入場には「入場整理券」が必要となります。

　「入場整理券」は、確定申告会場での配布、またはＬＩＮＥアプリを使ったオンライン

による事前発行の２つの方法で配布しています（入場整理券の配布状況に応じて、後日の

来場をお願いする場合がありますのでご了承ください）。

確定申告会場への来場をお考えの方へ

区　　分 所得税の確定申告など 無料税務相談所

お知らせ 確定申告期間中は、下田税務署では申告相談を行っていません。

日　　時

２月 16 日 ( 月 ) ～３月 16 日（月）※土日祝日を除く

土地など譲渡所得（総合譲渡所得、山林所得を含む）

および贈与税の相談については、相談日を指定して

行っていますので、次の日程にお越しください。

３月２日（月）～３月 16 日（月）※土日を除く

２月 17 日 ( 火 ) ～２月 19 日（木）

９時～ 17 時（受付終了時間 16 時）

※「入場整理券」が必要です。

９時 30 分～ 12 時、13 時～ 16 時

※「入場整理券」が必要です。

会　　場

下田市民スポーツセンター（サンワーク下田）（下田市敷根７６１）

※当該施設への確定申告などに関するお問い合わせはご遠慮ください。

第一会議室、第二会議室 第二会議室

確定申告書等作成コーナー確定申告書等作成コーナー

●確定申告会場・無料税務相談所

動画で見る確定申告動画で見る確定申告 国税庁ＬＩＮＥ公式アカウント国税庁ＬＩＮＥ公式アカウント
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持ち物

・令和７年分の収入(所得)を証明する書類など（給与所得、公的年金などの源泉徴収票など）

・事業、不動産所得のある方は、収入および経費が分かる帳簿や書類など（収支内訳書

・または青色申告決算書はご自宅で事前作成をお願いします）

・各種控除証明書、領収書など（医療費控除の明細書はご自宅で事前作成をお願いします）

・本人名義の金融機関の口座番号がわかるもの

・スマートフォン　　　・マイナンバーカード

・マイナンバーカード発行時に設定した次のパスワード

・①署名用電子証明書（英数字６桁～ 16 桁）　②利用者証明用電子証明書（数字４桁）

その他
確定申告会場では、基本的にはご自身でマイナンバーカードを利用したスマホ申告をしていただきます。

事前にマイナポータルアプリをインストールすると、申告書の作成がスムーズに行えます。

申告と納税

の期限

所得税および復興特別所得税・贈与税の申告と納税の期限は３月 16 日（月）です。

消費税および地方消費税の申告と納税の期限は３月 31 日（火）です。

●確定申告相談会場（出張相談）

開設場所 松崎町生涯学習センター　４階　ふれあいホール

開設日時
２月 20 日（金）10 時～ 12 時、13 時～ 16 時（事前予約制）

※会場の混雑状況により、受け付けを早めに終了する場合があります。

その他
税務署の職員が来庁し、電子申告（ｅ－Ｔａｘ）による申告相談を行います。

※譲渡所得（土地・建物などの売却による所得）および贈与税の申告相談は、当会場では受け付けていません。

【問合せ】 下田税務署（２２）０１８５（代表）　※自動音声にて案内しています。ご用件に応じて番号を選択してください。

松松  

崎崎  

町町  

観観  

光光  

大大  

使　

白

使　

白  

石石  

康康  

次次  

郎郎  

氏氏  

にに  

つつ  

いい  

てて

▼
経
歴

　

１
９
６
７
年
東
京
生
ま
れ
、

鎌
倉
育
ち
。
少
年
時
代
に
船
で

海
を
渡
る
と
い
う
夢
を
抱
き
、

高
校
在
学
中
に
単
独
世
界
一
周

ヨ
ッ
ト
レ
ー
ス
で
優
勝
し
た

故
・
多
田
雄
幸
氏
に
弟
子
入
り

し
、
レ
ー
ス
を
サ
ポ
ー
ト
し
な

が
ら
修
行
を
積
み
、
１
９
９
４

年
、
当
時
26
歳
で
、
ヨ
ッ
ト
に

よ
る
単
独
無
寄
港
無
補
給
世
界

一
周
の
史
上
最
年
少
記
録
（
当

時
）
を
樹
立
し
ま
し
た
。

▲昨年 12 月来庁時の写真
　

そ
の
他
、
数
々
の
ヨ
ッ
ト

レ
ー
ス
や
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー

レ
ー
ス
で
も
活
躍
し
ま
し
た
。

　

２
０
１
６
年
11
月
、
４
年
に

１
度
開
催
さ
れ
る
最
も
過
酷
な

単
独
世
界
一
周
ヨ
ッ
ト
レ
ー
ス

「
ヴ
ァ
ン
デ
・
グ
ロ
ー
ブ
」
に

ア
ジ
ア
人
と
し
て
初
参
戦
し
ま

し
た
。

　

２
０
１
８
年
10
月
、
Ｄ
Ｍ
Ｇ

森
精
機
株
式
会
社
が
立
ち
上
げ

た
日
本
初
の
外
洋
ヨ
ッ
ト
チ
ー

ム
「
Ｄ
Ｍ
Ｇ　

Ｍ
Ｏ
Ｒ
Ｉ　

Ｓ

Ａ
Ｉ
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｇ　

Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
」

の
ス
キ
ッ
パ
ー
に
就
任
し
ま
し

た
。

　

２
０
２
０
年
11
月
、
「
ヴ
ァ

ン
デ
・
グ
ロ
ー
ブ
」
に
再
び
参

戦
し
、
約
３
カ
月
の
航
海
を
経

て
、
ア
ジ
ア
人
初
の
快
挙
と
な

る
完
走
を
果
た
し
、
さ
ら
に
、

２
０
２
４
年
11
月
、
同
大
会
に

３
度
目
の
挑
戦
を
し
、
２
大
会

連
続
の
完
走
を
達
成
し
ま
し

た
。

▼
松
崎
町
と
の
つ
な
が
り

　

１
９
９
１
年
、
シ
ド
ニ
ー
～

伊
豆
松
崎
の
ヨ
ッ
ト
に
よ
る
太

平
洋
単
独
縦
断
に
成
功
し
ま
し

た
。

　

ま
た
、
１
９
９
２
年
、
２
度

目
の
ヨ
ッ
ト
に
よ
る
世
界
一
周

航
海
を
断
念
し
た
後
、
１
９
９

３
年
に
松
崎
港
、
岡
村
造
船
所

に
て
改
修
を
行
い
、
同
年
10
月

３
日
、
松
崎
港
よ
り
世
界
一
周

に
向
け
て
３
度
目
の
挑
戦
を

し
、
１
９
９
４
年
３
月
に
帰
港

し
、
当
時
26
歳
で
、
単
独
無
寄

港
世
界
一
周
を
達
成
し
ま
し
た
。

▼
松
崎
町
観
光
大
使

　

２
０
１
６
年
８
月
４
日
、
松

崎
町
で
開
催
し
た
「
ヴ
ァ
ン
デ
・

グ
ロ
ー
ブ
」
出
場
記
念
講
演
会

に
合
わ
せ
て
、
松
崎
町
観
光
大

使
を
委
嘱
し
、
松
崎
町
の
魅
力

発
信
、
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
お
よ

び
観
光
振
興
に
ご
尽
力
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

【
問
合
せ
】

企
画
観
光
課
（
４
２
）
３
９
６
４

松松  

崎崎  

町町  

観観  

光光  

大大  

使　

白

使　

白  

石石  

康康  

次次  

郎郎  

氏氏  

にに  

つつ  

いい  

てて
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▼▼
▼▼

栄
え
あ
る
叙
勲

栄
え
あ
る
叙
勲

　

こ
の
た
び
の
高
齢
者
叙
勲
で
、

元
松
崎
町
立
松
崎
中
学
校
長
の

藤
井
諄
二
さ
ん
が
瑞
宝
双
光
章

（
教
育
功
労
）
の
栄
に
浴
さ
れ

ま
し
た
。

　

藤
井
さ
ん
は
平
成
10
年
３
月

に
退
職
す
る
ま
で
の
37
年
間
、

常
に
「
初
心
忘
れ
る
べ
か
ら
ず
」

を
モ
ッ
ト
ー
に
、
子
ど
も
と
の

ふ
れ
あ
い
を
重
視
し
て
き
ま
し

た
。
ま
た
、
松
崎
中
学
校
長
と

し
て
勤
務
し
た
２
年
間
は
、
世

相
を
騒
が
せ
て
い
る
中
学
生
の

諸
問
題
に
心
を
痛
め
、
学
校
教

育
の
み
な
ら
ず
「
心
の
教
育
」

の
推
進
に
力
を
注
ぎ
、
教
職
員

の
先
頭
に
立
っ
て
学
校
運
営
に

取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

【
問
合
せ
】

教
育
委
員
会(

４
２)

３
９
７
１

瑞
宝
双
光
章
（
教
育
功
労
）

藤
井
藤
井  
諄
二
諄
二
さ
ん
（
宮
内
）　▲藤井諄二さん

文
部
科
学
大
臣
表
彰

文
部
科
学
大
臣
表
彰

地
方
教
育
行
政
功
労
者
表
彰

松
本
松
本  

一
男
一
男
さ
ん
（
建
久
寺
）

　

こ
の
た
び
の
地
方
教
育
功
労

者
表
彰
で
元
松
崎
町
教
育
委
員

会
の
松
本
一
男
さ
ん
が
、
功
労

者
表
彰
の
栄
に
浴
さ
れ
ま
し
た
。

　

松
本
さ
ん
は
令
和
６
年
９
月

に
退
任
す
る
ま
で
の
３
期
12
年

間
に
わ
た
り
、
松
崎
町
教
育
委

員
会
委
員
や
教
育
委
員
長
、
教

育
長
職
務
代
理
者
を
務
め
、
子

ど
も
た
ち
の
教
育
の
た
め
に
尽

力
さ
れ
ま
し
た
。

　

任
期
中
は
、
松
崎
幼
稚
園
の

統
合
や
新
園
舎
、
学
校
給
食
共

同
調
理
場
の
建
設
な
ど
の
教
育

環
境
の
整
備
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
の

推
進
に
関
し
、
子
ど
も
の
実
態

と
地
域
の
特
性
を
考
慮
し
た
意

見
を
建
議
さ
れ
ま
し
た
。

【
問
合
せ
】

教
育
委
員
会(

４
２)

３
９
７
１▲松本一男さん

齋
藤
　
福
藏
　
さ
ん

　

（
大
正
14
年
12
月
１
日
生
）

１
０
０
歳
の
お
祝
い

１
０
０
歳
の
お
祝
い

　

12
月
１
日
、
深
澤
町
長
は
齋

藤
さ
ん
の
自
宅
を
訪
問
し
、
１

０
０
歳
の
誕
生
日
を
お
祝
い
し

ま
し
た
。

　

今
で
も
自
分
で
ネ
ク
タ
イ
を

結
ん
で
い
る
齋
藤
さ
ん
は
、
深

澤
町
長
か
ら
お
祝
い
の
言
葉
を

受
け
、
笑
顔
で
応
え
、
一
緒
に

記
念
写
真
を
撮
り
ま
し
た
。

　

長
生
き
の
秘
訣
は
、
何
で
も

よ
く
食
べ
る
こ
と
と
、
毎
日
岩

地
の
海
を
眺
め
る
こ
と
だ
そ
う

で
す
。

【
問
合
せ
】

健
康
福
祉
課
（
４
２
）
３
９
６
６ ▲１００歳を迎えた齋藤さん

姉

妹

都

市

通

信

姉

妹

都

市

通

信

  

姉

妹

都

市

通

信

姉

妹

都

市

通

信

  

　

令
和
７
年
５
月
よ
り
、
韓

国
の
格
安
航
空
会
社
で
あ
る

エ
ア
ロ
Ｋ
航
空
が
と
か
ち

帯
広
空
港
と
韓
国
の
清
州

（
チ
ョ
ン
ジ
ュ
）
国
際
空
港

を
結
ぶ
定
期
便
を
就
航
し
ま

し
た
。

　

清
州
市
は
、
歴
史
的
建
造

物
が
多
く
、
韓
国
の
名
物
料

北
海
道
帯
広
市
か
ら

と
か
ち
帯
広
空
港
に
初
の

国
際
定
期
便
就
航

理
サ
ム
ギ
ョ
プ
サ
ル
を
楽
し

む
こ
と
が
で
き
る
他
、
数
多

く
の
韓
国
ド
ラ
マ
の
撮
影
地

と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
る
街

で
す
。

　

な
お
、
清
州
と
の
定
期
便

は
、
10
月
末
か
ら
こ
れ
ま
で

の
週
３
往
復
か
ら
週
４
往
復

に
増
便
さ
れ
た
他
、
同
時
期

に
東
ア
ジ
ア
の
ハ
ブ
空
港
で

あ
る
仁
川
（
イ
ン
チ
ョ
ン
）

国
際
空
港
と
の
定
期
便
も
運

行
を
開
始
し
て
い
て
、
海
外

か
ら
の
観
光
客
の
誘
致
や
地

域
住
民
の
海
外
へ
の
ア
ク
セ

ス
向
上
に
つ
な
が
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

国
際
定
期
便
の
就
航
に
よ

り
、
今
後
は
観
光
客
の
増
加

の
み
な
ら
ず
、
ビ
ジ
ネ
ス
な

ど
の
人
と
モ
ノ
の
交
流
促
進

に
よ
る
地
域
経
済
の
活
性
化

に
向
け
て
大
き
な
期
待
を
寄

せ
て
い
ま
す
。

▲定期便を就航したエアロＫ航空
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まつざき健
けんこう

幸レシピ　No.66

冬野菜の豆乳クリームスープ

－ここがポイント－

★豆乳を使用することで、あっさりとしつつもコクのある

　味わいとなり、少量の味付けでも満足感を得られます。

エネルギー たんぱく質 脂質 炭水化物 食塩相当量

80kcal ６．３g ３．２g 10．４g ０．７g

（１食当たり）

－　材料（４人分）－

白菜・・・・・・・２００ｇ（1 ／８カット）

シメジ・・・・・・・・１００ｇ（１パック）　　　　　　　

ブロッコリー・・・・１００ｇ（１／２株）　　　

ニンジン・・・・・・・・80 ｇ（１／２本）

水・・・・・・・・・・・・・２００ml

コンソメ（固形）・・・・・・・・・１個

豆乳・・・・・・・・・・・・４００ml

片栗粉・・・・・・・・・６ｇ（小さじ２）

－　作り方　－

①白菜の軸はそぎ切り、葉は３㌢程度のざく切

　りにする。

　シメジは石突をとり、ほぐしておく。

　ブロッコリーは小房に分け、茎の部分は厚く

　皮をむき、短冊切りにする。

　ニンジンは短冊切りにする。

②鍋に①の具材と水を入れ、具材が柔らかくな

　るまで、５分程度煮る。

③②に片栗粉を溶いた豆乳、コンソメを入れ、

　２～３分煮る。

④器に盛り付けて完成。

【問合せ】　健康福祉課（４２）３９６６

町町  

長長  

ココ  

ララ  

ムム  　　

第第
5050
回回

町
の
舵
取
り
に
つ
い
て

町
の
舵
取
り
に
つ
い
て

松
崎
町
長
　
深
澤
　
準
弥

松
崎
町
長
　
深
澤
　
準
弥

　

昨
年
12
月
14
日
か
ら
、
二

期
目
を
担
う
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。
多
分
に
漏
れ
ず
、
地

方
の
課
題
山
積
み
の
町
の
舵

取
り
を
任
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

一
期
目
は
、
４
年
間
不
在

で
あ
っ
た
副
町
長
を
県
に
依

頼
し
、派
遣
し
て
い
た
だ
き
、

対
立
構
造
に
あ
っ
た
議
会
と

対
話
を
基
に
、
是
々
非
々
で

の
関
係
に
お
け
る
町
政
運
営

の
基
盤
づ
く
り
に
邁
進
し
て

き
ま
し
た
。
自
分
の
中
で
は
、

消
滅
可
能
性
自
治
体
の
我
が

松
崎
町
を
い
か
に
し
て
持
続

可
能
な
町
に
す
べ
き
か
、
そ

の
た
め
に
ど
う
い
っ
た
ま
ち

づ
く
り
が
松
崎
町
に
と
っ
て

よ
り
良
い
方
法
か
、
日
々
足

掻
い
て
き
ま
し
た
。
そ
の
結

果
、
や
っ
て
い
る
こ
と
が
わ

か
り
に
く
く
、「
何
も
変
わ
ら

な
い
」
「
新
し
い
風
を
期
待

し
た
が
、
残
念
だ
」
と
い
う

厳
し
い
お
言
葉
を
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。
日
本
全
国
の
地

方
が
同
様
の
課
題
を
抱
え
て

い
る
中
で
、
地
道
に
、
根
気

強
く
、
松
崎
町
の
持
続
可
能

な
在
り
方
を
目
指
し
て
鋭
意

努
力
し
て
い
く
所
存
で
す
。

自
分
の
任
期
中
に
成
果
を
急

ぐ
こ
と
な
く
、
し
っ
か
り
と

将
来
の
松
崎
町
の
た
め
に
、

土
を
耕
し
、
朽
ち
る
と
も
肥

や
し
に
な
れ
る
よ
う
に
、
こ

の
二
期
目
を
、
覚
悟
を
持
っ

て
取
り
組
ま
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
不
安
定
、
不
確
実

な
世
の
中
だ
か
ら
こ
そ
、
人

を
思
い
、
つ
な
が
り
を
大
切

に
、
幸
せ
に
生
き
て
い
け
る

地
域
に
共
に
し
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

食遊会レシピ

　★メンバー募集中★★メンバー募集中★　

－松崎町けんこう食遊会―

　健康に過ごすために楽しく食を学び、町民の

皆さまに広めるボランティア団体です。

　まずは、見学してみませんか？
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 My Town Topics～まちのできごと～

　12 月 18 日、松崎幼稚園でクリスマス会が行われ
ました。
　園児たちは、来園したサンタさんに、「どんなお菓
子が好きですか？」「好きな飲み物は何ですか？」な
ど多くの質問をし、サンタさんの答えを聞いて驚い
ていました。
　また、サンタさんからクリスマスプレゼントをも
らい、子どもたちは大喜びでした。

松崎幼稚園クリスマス会

　12月 22 日、聖和保育園でフラワーアレンジメン
ト体験が行われました。
　この体験は、花育教室の一環として、賀茂地区の
若手農業者で構成されている賀茂青年農業士の皆さ
まを講師として行われたもので、東伊豆町や河津町
の特産であるカーネーション約 10 本を、園児たち
がそれぞれの好みに合わせてデコレーションした花
瓶に生けました。

　12月 21 日、みどりの少年団が正月飾り作りを行
い、しめ飾りを作りました。
　しめ飾りの由来は、「古事記」にまでさかのぼり、
歳神様を迎える家であることを表しています。
　子どもたちは、講師にしめ飾りの作り方について
教えてもらいながら、丁寧にしめ飾りを作っていま
した。

　12月 19日、「クルーズ・オブ・ザ・イヤー２０２５」
の授賞式が東京都内で開催され、松崎港・サマーク
ルーズ「親子３代で楽しめる、ちょっと懐かしい日
本の夏休み」（郵船クルーズ株式会社、飛鳥Ⅱ歓迎イ
ベント実行委員会・静岡県）が、特別賞を受賞しました。
　町を挙げての温かいもてなしを実現したことや、
地域社会におけるクルーズの認知度を高めることに
大きく貢献したことなどが評価されました。

みどりの少年団正月飾り作り

聖和保育園フラワーアレンジメント体験

「クルーズ ・ オブ ・ ザ ・ イヤー２０２５」 授賞式



 My Town Topics～まちのできごと～

　12 月 23 日、環境改善センター研修室で「関係人
口ってなに？セミナー」が行われました。
　セミナーでは、株式会社プレパラート代表の山尾
信一氏、飛騨市役所の上田昌子氏、合同会社 Squad
代表の梅田直樹氏、株式会社雨風太陽の佐藤晋太郎
氏が登壇し、参加した約 30人の方々は、関係人口に
関する世の中のトレンドや制度の動きなどについて
学びました。

関係人口ってなに？セミナー

　１月10 日以降、町内各地で、正月の伝統行事で
あるどんど焼きが行われました。
　各地区では、どんど焼きの１週間ほど前からしめ
縄や松飾りなどを長い竹などで組んだ「賽の神」を
用意し、当日のどんど焼きを迎えました。
　峰区では、峰避難地広場に設置された賽の神に火
をつけ、約 15 人が無病息災を願って立ち上る煙を
眺めていました。

　１月２日、雲見海岸で、新年恒例の乗り初めが行
われました。
　乗り初めは、今年１年の航海の安全・豊漁・商売
繁盛・千客万来などを祈願して毎年行われる行事です。
　今年は、観光客や地元住民など約３００人が集まっ
て、法被姿の観光関係者がまいた縁起物の餅や菓子
を多く取ろうと、夢中になって楽しんでいました。

　12月26日、環境改善センター文化ホールで、松崎
町のうたを育てる会が、役場への感謝の気持ちとして、
新たに役場職員向けに作詞した歌を披露しました。
　松崎町のうたを育てる会は、「松崎町のうた」を町
民に親しんでもらうために活動していて、令和５年
10月から各地区で出前歌おう会を開催し、12月７日
に岩地区で開き、町内全 35地区での開催を達成しま
した。

11

雲見海岸乗り初め

どんど焼き

松崎町のうたを育てる会が役場職員に歌を披露



町の人口と世帯
（令和７年 12 月 31 日現在）

　　　　（　）内は前月比

総人口　　5,489 人　（ー 10 人）

　男　　　2,603 人　（ー   １人）

　女　　　2,886 人　（ー   ９人）

世帯数　　2,802 戸　（ー   ２戸）

転　入　  ８人　転　出    10 人

出　生　  １人　死　亡      ９人

戸籍だより

　令和７年 12 月発生分

　　　　　（　）内は前年同月比

　人身事故　　　１件　（＋１）

　物損事故　　　６件　（－ 10）

　死　　者　　　０人　（±０）

　傷　　者　　　１人　（＋１）

松崎町ホームページアドレス　https://www.town.matsuzaki.shizuoka.jp/

町 の 交 通 事 故

松

崎

文

芸

松

崎

文

芸

二十一世紀 松崎町三つの実践運動「あいさつ・返事・後しまつ」

※この欄に掲載を希望されない場合は、
　お申し出ください。

-

短
歌-

（12月届出分）
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広
報
ま
つ
ざ
き
二
〇
二
六
年
二
月
一
日
発
行

通
刊
　
第
　
七
　
四
　
一
　
号

発
行
　
静
岡
県
松
崎
町
　
編
集
　
企
画
観
光
課

印
刷
　
㈲
サ
ン
印
刷

〒
四
一
〇-

三
六
九
六 

静
岡
県
賀
茂
郡
松
崎
町
宮
内
三
〇
一
ノ
一

☎〈
〇
五
五
八
〉
四
二
ー
三
九
六
四� 

℻〈
〇
五
五
八
〉
四
二
ー
三
一
八
三

地 区 氏 名 年齢 届 出 人

建久寺 松本　辰美 97 松本　一男

那 賀 稲 　菊惠 101 青田　淳子

江奈３ 石田　禎子 96 石田　明彦

建久寺 平井マツエ 102 平井　勝美

峰 輪 齋藤りつ子 93 齋藤　雄二

東 区 関　 俊 策 76 関　やよい

池 代 山本　若江 90 山本　淳子

おお 悔 み 申 し 上 げ ま す（ 死悔 み 申 し 上 げ ま す（ 死 亡 ）亡 ）

おお め で と う ご ざ い ま す（ 出 生め で と う ご ざ い ま す（ 出 生 ））

待
ち
ど
う
し
今
日
の
雨
音
あ
り
が
と
う

　
　
　

畑
や
野
山
に
恵
み
の
お
し
め
り　
　
　
　

石
田　

安
江

小
さ
く
ホ
ー
ン
を
湾
に
ひ
び
か
せ
早
朝
に

　
　
　

岩
壁
は
な
る
今
新
船
は　
　
　
　
　
　
　

岡
村　

芳
子

暑
き
日
に
す
つ
く
と
伸
び
て
鶏
頭
の

　
　
　

く
れ
な
ゐ
の
色
ふ
か
め
ゆ
く
ら
し　
　
　

杉
山
安
紀
子

ぴぴ
かか
ぴぴ
かか
キ
ッ
ズ

キ
ッ
ズ

　

３
歳
の
健
診
で
「
む
し
歯
」
が
な
か
っ
た
お
子
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。

　

家
族
み
ん
な
で
歯
の
健
康
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

鈴木　天
あ ま ね

寧さん

（西区）

渋谷　奈
な な

那さん

（峰輪）

土屋　璃
り と

音さん

（南郷）

【
問
合
せ
】

健
康
福
祉
課
（
４
２
）
３
９
６
６

地 区 名 前 性別 保 護 者

池 代 斗
と う ご

梧 男 峯村　信吾


